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来歴
「つきあかり」は、現在の国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構（農研機構）で育成

され2010年に品種登録された黄肉種のモモです。白肉種である「まさひめ」と「あかつき」を交配さ
せて作出されました。

特徴
樹姿は開張性と直立性の中間で、樹勢は強い。
新梢の発生は多く、花芽の着生も多い。
花粉があり、自家結実性であるものの、着果性はやや低い。
果皮の地色は黄色で、日光が当たると赤色に着色する。
玉揃いよく、核割れの発生は中程度。
糖度は高く、特有の風味があり食味良好。
収穫期は７月中下旬で、収穫盛期は「清水白桃」とほぼ同時期。
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整枝せん定
若木のうちは樹勢が強いので、安定生産のためにはまず樹を落ち着かせることが重要です。主枝・

亜主枝は立ち気味で生育しますので誘引して樹高を引き下げます。
枝は多く発生しますが、冬期剪定では弱せん定を心掛け、結果枝をやや多めに残します（写真１）。
摘蕾・摘花時にもせん定ばさみを備えておき、枝が混み合っていればせん定します。
また、生育期には、強い枝の発生を抑制し樹形の乱れを防ぐため、徒長枝を捻枝や摘心など新梢管

理を行います。
８～９月に秋季せん定を行い、内向気味の強い側枝や重なり枝を間引きます。内向枝や重なり枝で

は作業性が劣るだけでなく、農薬が掛かりづらいため病害やカイガラムシ等の虫害の発生を招くので、
枝が大きくなる前に処置します。秋期剪定時に、主枝や亜主枝からの突発枝についてはスペースに余
裕があればマイカー線等で誘引して次年以降の側枝として活用します（写真２）。

写真１ 10年生樹のせん定後の樹姿 写真２ 突発枝の誘引

摘蕾・摘花
開花時期については従来品種の「白鳳」等と同様です。花粉をもち自家受粉するため、基本的には

人工受粉は必要ありません。ただし、着果率は「白鳳」よりもやや劣るため（図１）、摘蕾や摘花の
程度は軽めとして着果量を確保します。目安としては、上向きのものや結果枝基部や先端のもの、肥
大できるスペースのない位置の蕾・花を取る程度です（写真３）。

写真３ 摘蕾前後の結果枝 図１ 品種別の着果率（2022年）
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摘果
受精の成否が判別できるようになる満開３週後頃から予備摘果を開始します。核割れの発生は「白

鳳」や「清水白桃」より少ないため、予備摘果を強めにする（最終着果量の1.5倍程度）ことで果実肥
大が促進し、大玉果生産が可能になります（写真４、表１）。
果実がおおよそゴルフボール大となり、双胚果や変形果が判別できるようになる満開50日後頃から

仕上げ摘果を開始します。仕上げ摘果では、傷果や双胚果、果形不良のものを摘果します。摘果程度
は従来品種と同様に、枝の勢いに応じて長果枝では１～２果、中果枝では１枝に１果、短果枝では５
～10枝に１果を目安とします（写真５）。
樹冠上部や外周部ほど品質の良い果実となるため多めに着果させ、樹冠内部やふところ部では少な

めに着果させます。

写真４ 予備摘果前後の結果枝 写真５ 仕上げ摘果後の結果枝

仕上げ摘果前

仕上げ摘果後

予備摘果前

予備摘果後

表1 「つきあかり」の早期着果調節が果実品質に及ぼす影響（かき・もも研究所）

年次 処理区
果実重
(g)

果実糖度
(Brix%)

酸度
(pH)

果肉硬度
(kg)

核割れ
果率(%)

水浸状果肉褐変症
(みつ症)程度

早期着果調節区 325 15.8 4.2 2.1 43.3 0
慣行区 291 14.4 4.1 2.3 26.7 0

有意性z ** n.s. n.s. n.s. n.s. n.s.
早期着果調節区 313 15.9 4.0 2.4 61.7 0.03
慣行区 269 14.9 3.9 2.4 56.7 0.02
有意性 * n.s. n.s. n.s. n.s. n.s.

ｚ:ｔ検定を実施し1％水準で有意差があるものを**、5％水準で有意差があるものを*、有意差が無いものをn.s.とした
早期着果調節区は、満開25日目に最終着果量の約1.5倍（慣行区は約3倍）となるよう幼果を残して予備摘果し、
満開54日目に仕上げ摘果（慣行区も同様）した。

2016

2017



袋掛け
「つきあかり」を黄色く仕上げるためには、収穫まで果実に光が当たらないように遮光する必要が

あります。そのために、従来品種と異なり「つきあかり」では遮光袋（写真６）を使用します。収穫
前に果実が肥大して袋が破れると、破れた部分に光が当たって果実が赤く着色してしまいます（写真
７）。果実の大きさに応じ、果実袋のサイズを選択します。目安として、１５玉中心で14cm×18cm 
程度、１３玉中心で17cm×20cm程度の袋となります。袋かけ程度は収穫前の除袋や反射マルチは必要
ありません。

写真７ 果実袋の破れによる着色写真６ 遮光袋の被袋

施肥
施肥については従来品種と同様に行います。もともと樹勢が強い傾向があるため、必要以上に肥料

を与えないようにします。年間の施肥量は、チッ素成分で１０ａあたり１２ｋｇとします。モモでは
チッ素が多すぎると、糖度の上昇が妨げられるため、チッ素の過剰施用には注意が必要です。元肥を
主体とし、１０月中下旬に年間施肥量の８０％を施用します（表２）。残りの２０％は礼肥として、
収穫後の８月下旬に施用します。元肥には速効＋緩効性の有機配合肥料、礼肥には速効性の化成肥料
が適しています。肥料成分は水に溶けて初めて根から吸収されるため、施肥後にしばらく雨がない場
合にはかん水を行って吸収を促進します。
「つきあかり」等の黄肉品種では、葉の色が黄色味がかっているため（写真10）、肥料不足と勘違

いすることがあります。葉脈間が黄化するなどの特徴的な症状がなく、新梢や葉の伸長が順調であれ
ば追肥は必要ありません。

施肥時期
成分量（ｋｇ／１０ａ）

チッ素 リン酸 カリ

礼肥（８月下旬） 2.4 1.8 2.4

元肥（１０月中下旬） 9.6 7.2 9.6

計 12.0 9.0 12.0

表２ 施肥例（和歌山県土壌肥料対策指針より引用）

写真１０ 「つきあかり」と
「白鳳」の葉色

白鳳 つきあかり



収穫
「つきあかり」では遮光袋を使用するため、収穫時に果実を目視できません。収穫の可否は、果実

を袋ごしに軽く触り、弾力を感じるかどうかで判断できます。果実は熟度が進むと糖度が上がり、大
玉になりますが（表３）、みつ症や枝あたりの発生が増えます。かき・もも研究所では収穫判断用の
カラーチャートを作成しており、果実の左右の頬のカラー
チャート値の平均で３～3.5程度（写真８）。その年の収穫
を始めるにあたっては、枝先や外周部から成熟が進むため、
まずその位置の果実のうち袋が張っているものを選んで袋
を外しカラーチャートに照らして熟度を判断します（写真
９）。適期に達していれば、その周辺の同様に袋が張って
いる果実は収穫可能と判断できます。
収穫時には指の跡が付かないように丁寧に収穫を進めて

ください。
写真８ 「つきあかり」カラーチャ

ート（かき・もも研究所制作）

写真９ カラーチャートに
よる色合いの確認

（研究トピックス）音響振動装置を利用した収穫

写真10 音響振動装置を利用した
果実袋上からの熟度測定

音響振動装置は、果実の熟度と相関の高い果肉硬
度を、超音波を利用して非破壊で測定可能な装置で
す（写真10）。モモ「つきあかり」についても、か
き・もも研究所にて経時的に同じ果実を果実袋の上
から測定すると、２年間共に日数が経過するにした
がって第３共鳴周波数（f3）が減少し、f3が熟度の
指標になる事が分かりました（図1）。
また、f3が900～1100Hzの間で収穫すると、適熟

果の割合が2年間共に85％以上となったため、収穫
の指標として用いることができると考えられました
（図2）。

図１ 経時的なf3の減少
（かき・もも研究所）

図２ f3帯別の果実熟度の割合
（かき・もも研究所）
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表３ 「つきあかり」の熟度と果実品質
（かき・もも研究所）

熟度
カラー

チャート値
果実重
(g)

果実糖度
(Brix%)

果肉硬度
(kg)

未熟 1.3 200 12.5 2.9
やや未熟 2.4 289 13.9 2.4

適熟 3.0 308 15.2 2.0
やや過熟～過熟 4.1 323 17.0 1.2
注）カラーチャート値は果実の左右の頬の部分の平均値



中間台の利用による大玉生産技術
「つきあかり」を苗木から育成した場合、若木のうちは果実サイズが大きくなりづらい事象がみら

れます。親品種である「あかつき」等でも、普及した当初には同様の課題がありましたが、世代を重
ねるにつれ、果実サイズは徐々に大玉になりました。「つきあかり」についても、将来的には安定し
て大きい果実が生産できると考えられますが、当研究所では現状での果実サイズを大きくできる技術
として、モモではこれまでほとんど行われていない中間台への『高接ぎ』試験を行ったので、以下に
紹介します。

◯成木の高接ぎ更新
９年生のおはつもも台「紀の里白鳳」（２本主枝）の直径約2.5～7cmの側枝を切り返し、３月に

「つきあかり」の穂木を切り接ぎして育成しました（写真11）。接ぎ木１年目には、新梢がある程度
伸長して硬化し接ぎ木部が安定する頃に、強風などで接ぎ木部が折れないように支柱を沿えてくださ
い。接ぎ木２年目には平均270gの果実を１樹あたり168果（接ぎ木箇所あたり約10果）、接ぎ木３年目

写真11 高接ぎ３年目の開花期
（◯の箇所に切り接ぎを実施）

表４ 高接ぎ後の果実重と収量の推移

●農研機構育成の登録品種の自家用の栽培向け増殖に係る許諾手続きに
ついて (農業者向け)

https://www.naro.go.jp/collab/breed/permission/index.html

問い合わせ先
和歌山県果樹試験場かき・もも研究所
電話 ０７３６－７３－２２７４ ／ ＦＡＸ ０７３６－７３－４６９０
メールアドレス e0703071@pref.wakayama.lg.jp

※本マニュアルは、和歌山県農林水産業競争力アップ技術開発事業で作成しました。

には１樹あたり380果（接ぎ木箇所あたり約19果）
収穫できました（表４）。収穫果実の階級構成は
図３のとおりで、15玉／４kg箱より大きな果実が
約６割を占めました。接ぎ木４年目には接ぎ木前
と同程度まで樹冠が拡大しました。
なお、2022年４月１日から、種苗法の一部改正

により、「つきあかり」等の農研機構で育成され、
育成者権の切れていない品種（基本的に品種登録
後30年）を自家増殖（接ぎ木等による増殖）する
場合、農研機構の許諾が必要となりました。詳細
は以下の農研機構のホームページをご覧ください。

5%

16%

38%

34%

7%

1%

12玉
13玉
15玉
15A玉
18玉
20玉

接ぎ木後
年数

果実重
（g)

収穫果数
（果/樹）

収量
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2年目 265 168 44.6
3年目 257 380 97.7
4年目 265 511 135.5

5年目* 281 482 135.8
＊5年目は一部の枝折れにより、収穫果数が減少した

図３ 高接ぎ3年目の階級構成


